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ナ ミダタケに よる木造住宅の被害に関す るケーススタディ


























ち地面から 1m までの部分｣ -の塗布処理さえもなされておらず,よくなされ′ているものでも土台及び大







































7) 補修面積 ‥被害の部分の除去,補修工事をした床面積を実測及び聞取 りにより得た｡
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した部分を残しておいたため 1年後に被害再発○調査時点 (-977年12月)での著者のコメントを無視 して前
回同様の補修を行い,翌年 5月に再再発を余儀なくされた ｡
被害発生箇所の詳細 :
再卿 寺点での被害は トイレ床下で始まり.菌糸生長は貯 F土壌表面 (Photo･I)をはじめ土台から貯 F地
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では新築後間もなく排水管の故障が見つけられている｡ 居間の床高は 40-45cm と基準法の最低レベルに
あり,かつ大引には梁せい 24cm の部材を使用していたため下端部は地表から 10-15cm しか離れてお
らず,材の含水率も高く保たれて菌糸の村中での生育を容易にしたと思われる｡
防腐処理は,外周土台の布基礎と接する面にのみクレオソート油を塗布していたにとどまり,被害防止上






































4)0人引には全面に ,/レれ ノー ト油を塗布してあ-)たが,表面での菌糸生長及び腐朽を軌 l二するにはいたら
なかった｡土台はすべてクロム･銅 ･ひ素系木材防腐剤 似 下 CCA)加肝注入材であったが,これらの表
台所の床高は,47cm と基準法を満足するものであったが,CW IOOmm (10ktq/m3)の断熱施工 (Fig･
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被害発生箇所の詳細 :
この家屋は全体として床高が低 く, タンスのある和室は 30cm 以下であ り, 大引下端は地面から 5cm
しか離れていない状態であった｡大引と土台には クレれ ノー ト油が塗布されていたが丁寧な塗 り方ではなか
-'た｡断熱施_｢.は (八＼′'50mm (10kg/m3)であったが,その構成は Ⅰ<"ig.4に示すように壁内結露を生 じ
やすいものとなっていた｡すなわち,室内側の水蒸気が壁内に侵入するのを防ぐために GW の室内側に設
躍すべきポ リエチ レンシー トが,室外側に設置されていた｡実際結露による壁のしみ,汚染が特に北側で顕
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被書発生箇所の詳細 :
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海道の住宅の断熱二l二法によるところが大きい｡すなわち,ここで取 りあげた住宅のうちケ一一ス4の床下以外
は全て GW (10kg/m3)50-100mm 厚のものを断熱材として採用しているものであり, この当時に建設
でも,冬季の結露を熱的に防直することが困難である｡そのため透湿抵抗の大きいポリエチレンフィルムな
どの防湿層を設置するようになったが,その位置は水蒸気圧の高いとされる GW の室内側とするのが理論
上は正しい｡実際にケ-ス 1, 3, 6の壁ではそうした施二Lがなされてお り,結露を生 じた痕跡は認められ








のである｡また,ケース6については GW のアル ミ箔のついた面を防湿層として室内側に設置してあった







あるいは非暖房室床Tで結露,結霜 し,それが GW 上での結露へと拡大してゆく｡布基礎が細かく配置さ
れて換気が殆どとれない部分では,こうした現象が起きる恐れは極めて大きい｡
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